
広島大学大学院教育学研究科音楽文化教育学研究紀要 XXIV 2012. 3. 22 

現代イタリアの中学校音楽科教科書にみられる

歌唱教育についての一考察

-MUS/CA live (2009）の分析をとおして一

大野内 愛
（本講座大学院博士課程後期在学）

A Consideration of Singing Education in School Textbooks of Music in Italy: 

An Analysis of MUS/CA live (2009) 

AiONOUCHI 

1 研究の動機と目的
現在のイタリアの中学校で使用されている音楽科教科書において扱われている学習活動には，歌唱，器

楽，鑑賞，音楽理論の学習，創作・楽器製作，コンピュータ学習の6つが挙げられる。その中でも歌唱，器楽，

鑑賞，音楽理論の学習の4つは，あらゆる出版社の教科書において必ず扱われているIo筆者はこれまで，

教科書で扱われているそれぞれの活動で，どのような内容を学習しているのかを調査したが，実際に教科

書に書かれた具体的な指示や記述については，触れていなかった。

そこで本稿では，学習活動の中から歌唱活動に焦点を当て，目標を達成させるために，どのような指示

がなされ，どのような訓練を行うよう示しているのかを明らかにすることを目的とする。

現在のイタリアでは，指針において各学習活動についての個別の目標は示されておらず，「①さまざま

な種類やスタイルの歌唱・器楽曲を，電子楽器なども用いて，個人や集団で表情豊かに演奏する，②進行

中の音楽的構造や，リズム，メロデイの単純な定型を利用して．歌唱曲，器楽曲を即興演奏，編曲，創

作する，③音楽言語の重要な構成要素を理解し分類する④音楽芸術において重要な作品を知り，演奏

する。また，踊りや演劇，造形芸術やマルチメディアなどの他の芸術を融合させた音楽を理解する，⑤

伝統的な記号や．他の記譜のシステムを解読し，利用する，⑥自分自身の経験や考察の行程，音楽に関

連した機会を活用して，音楽そのものの構造を理解する。」というように，音楽科教育における全体的な

目標が示されている2。したがって，歌唱活動においてどのような能力を培うのかということについては，

教科書および教師に委ねられていると言える。本稿ではイタリアにおいて実際に使用されている Bruno

Mondadori社が出版する教科書の歌唱領域について分析を行うことにより，イタリアで行われている歌

唱教育の一方法を明らかにする。

2 分析する教科書の概要
本稿では， BrunoMondadori社が出版するMUSJCAlive (2009）の歌唱領域を分析する。本教科書は

A・Bの2冊がひとまとまりで販売されている。 Aは実技演習， Bは鑑賞・理論の学習が主な内容となっ

ている。

1大野内愛「イタリアの中学校音楽科教育の現状一教科書の分析を中心にー」広島大学大学院教育学研究科修士論文， 2009.
2 Ministero della Pubblica lstruzione MPI, lndicazione per ii curricolo per la scuola dell’infanzia e per ii primo ciclo 
d'istruzione, tecnodid, 2007. 
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